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小４国語 出題のねらいと対策 

全体の平均点は56.7点です。大問別テーマのうしろの数字は，全体の大問別正答率です。

個人成績表を見ながら，不得意テーマに対する今後の学習の方針を見つけましょう。 

１ 漢字の読み書き 70.6％ 

ねらい：漢字の読み書きが正しくできる

かを問う。 

分析と対策：⑴「治める」は，「修める」

「納める」「収める」との使い分けも，

あわせて確認しておきましょう。 

 

２ 音読み・訓読み 37.5％ 

ねらい：漢字の音読み・訓読みについて

の知識を問う。 

分析と対策：漢字には，音と訓の二つの

読み方があるということをしっかりと

頭に入れましょう。新出漢字について

は，音読み・訓読みを意識して覚える

ということを心がけるようにすると，

読みについての知識がつきやすくなり

ます。また，⑶「風車」のように，読

み方によって表すものが変わることば

もあるので注意が必要です。 

 

３ 送りがな 86.2％ 

ねらい：漢字の正しい送りがなについて

の知識を問う。 

分析と対策：新しい漢字を学習するとき

には，その読み方・書き方ばかりでな

く，どのような送りがなが付くのかに

ついてもしっかり身に付けるようにし

ましょう。出題されているもののほか，

「新しい」「表す」など，まちがいやす

いものをまとめておくとよいでしょう。

また，「行（い）く」と「行（おこ

な）う」などのように，送りがなによ

って読み方が変わる漢字にも注意して

ください。 

 

 

４ 物語の読みとり 61.9％ 

ねらい：登場人物の気持ちや，置かれて

いる状況をとらえる力を問う。 

分析と対策：本文は，小学四年生の主人

公・美穂が，遠足の帰り道に母から祖

母の死を告げられ，動揺する場面をえ

がいたものです。美穂が，母のおかし

い様子を見て，何かあったのだろうか

と不安をいだく → 祖母の死を知らさ

れ，衝撃を受ける → 九月からずっと，

祖母の具合が悪かったことを思い出す 

→ 祖母の不在を目の当たりにし，や

っと祖母の死を現実のものとして受け

止めはじめる……という心の動きを確

認して下さい。⑴は，適切な副詞の補

充問題です。擬態語・擬音語の部分は

何を使ってもよいというわけではなく，

ある程度きまった使い方があるという

ことに気づかせて下さい。 

 

５ 説明文の読みとり 41.2％ 

ねらい：書かれている内容を正確に理解

し，主題をつかむ力を問う。 

分析と対策：この文章では，江戸時代の

ふろがどのようなものだったのかにつ

いて説明されています。⑶は「勝ると

も劣らない」の意味を知らない場合，

前後の文脈から意味をつかむ必要があ

ります。「博覧会を開くことになっ

た」町と江戸を比べるとどちらがさわ

がしかったのかを， 段落を参考にし

て考えます。⑺は文章の構成を考える

問題です。段落の構成について考える

ときは，どの段落とどの段落とがつな

がっているかというところから考える

と，つかみやすくなります。 


